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2026.４月例会のご案内 

拝啓 早春の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、 日本政策投資銀行は、政府 100％出資法人であるが故に、営利目的では

なく公共性、政策的に重要なプロジェクトを支援することにより、日本国の経済

社会政策に金融上の寄与をすることを目的としています。金融界の中枢である

銀行から常務執行役員である原田文代氏（石村誠人理事の銀行後輩）をお招きし

て、日本の再生可能エネルギーへの取り組み内容について学びます。 

是非ともご参加くださいますようご案内申し上げます。 

                                 敬具 

2026 年 3 月吉日 

NMC(ニュー・マネジメントクラブ) 

理事長 小川俊成 

記 

１．開催日時：２０２６年４月２４日（金）１８：３０～２０：００ 

懇親会は、JR 阿佐ヶ谷駅北口パサージュ 2F「日昇園」にて会費制にて開催 

２．開催場所：阿佐ヶ谷地域区民センターの第５会議室 

（JR 阿佐ヶ谷駅下車、中杉通りを越えてガード下高円寺方面に 450m 徒歩 6 分左側

JR 高円寺駅から JR 阿佐ヶ谷駅方面高架沿い側道も可 800m11 分右側） 

３．講    師：原田文代氏（日本政策投資銀行常務執行役員） 

         DBJ : Development Bank Japan Inc. 

４．演    題：「再生可能エネルギー・持続可能性（環境問題）」について 

５．参加費用：NMC 会員は無料、NMC 会員の紹介がある非会員は 500 円 

申込は、NMC の HP＜www.nmcnmc.jp＞からお願いします。 

       幹事：石村誠人 

以上 
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 講師 原田文代（はらだ・ふみよ）氏〈Profile〉 

東京大学経済学部在学中は、産業組織論を学び、官と民の棲み分けや規制業種の

効率的な運営などについて議論。公益事業に関心。また、中学生時代に読んだ『沈

黙の春』を契機に環境保護への課題意識、インフラ業界をはじめとする幅広い業

界に多様な金融手法でアプローチができ、当時からサステナビリティ分野の取

り組みも先進的であった日本開発銀行への入行を決意。 

 

1992 年入行後、（現日本政策投資銀行、DBJ）国際畑の業務に長く携わる。主

としてクロスボーダー投融資、国内外のインフラストラクチャー、エネルギー関

連のファイナンスに従事。世界銀行グループ国際金融公社東アジア・太平洋局シ

ニアインベストメントオフィサー（インフラ担当）、DBJ シンガポール副社長、

再生エネルギー担当部長、ストラクチャードファイナンス部長、執行役員サステ

ナビリティ経営室長等を経て、2022 年 6 月より現職。洋上風力、水素・アン

モニア、蓄電池、CCUS 等、GX 関連の複数の政府委員会に委員として参加。

DBJ GRIT 戦略（※1）策定をはじめ、GX（※2）の推進を指揮している。 

 

（※1）……DBJ GRIT 戦略：脱炭素社会の実現(Green)や社会・産業の強靱性

向上(Resilience & Recovery)、デジタル技術等を生かした非連続な技術革新を

促すイノベーション(Innovation)、現状の事業基盤を前提とした着実な移行

(Transition/Transformation)に向けたお客さまの戦略的取り組みを重点的に

支援していく方針を第 5 次中期経営計画にて定めている。 

（※2）……グリーン・トランスフォーメーション（GX）：産業革命以来の化石

燃料中心の経済・社会、産業構造をクリーンエネルギー中心に移行させ、経済社

会システム全体の変革を目指す政府の政策。 


